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高等教育の修学支援新制度の現状について
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⽀
給
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に
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無利⼦奨学⾦(貸与） 有利⼦奨学⾦(貸与）

家計急変対応
（⾼等教育の修学⽀援新制度）

家計急変対応
(有利⼦奨学⾦の応急採⽤）

 最⼤144万円〔年額〕 最⼤76.8万円〔年額〕

⾼等教育の
修学⽀援新制度※

家計急変対応
（無利⼦奨学⾦の緊急採⽤）

所得連動型返還制度（所得の９％） 有利⼦に所得連動型返還制度はなし

固定利率／変動利率
令和５年３⽉貸与終了者

利率固定︓0.905％ 利率⾒直し︓0.300％
無利⼦に利率はなし

減額返還制度
➣ 年収325万以下（給与所得者）などの場合に対象。⼀定期間、毎⽉の返還額を当初の2分の1あるいは3分の1に減額。

※R6.4より、制度を利⽤可能な年収上限を400万円に引き上げ、毎⽉の返還額を最⼤4分の1まで減額できるように⾒直し。

返還期限猶予制度
➣ 経済困難（年収300万円以下（給与所得者））等の理由により、通算10年の猶予が可能。

返還免除制度
➣ 死亡または精神若しくは⾝体の障害 ➣業績優秀者免除制度（⼤学院⽣かつ無利⼦）

⾃治体による地⽅の企業に就職する場合の返還⽀援制度
（36都府県、695市町村で実施〔R5〕。例えば、３〜5年間、当該⾃治体域内に就職かつ居住することで、当該⾃治体より返還を⽀援）

企業が本⼈に代わって返還を⾏う⽀援（代理返還制度）
（⼀部企業にて実施。企業は返還額を損⾦算⼊可。企業から機構に直接返還（※）することで、

本⼈の所得とせず、課税の対象としない仕組み。 ※R3.4より実施）

貸
与
型
奨
学
⾦
の
返
還
⽀
援

 給付型奨学⾦ 最⼤91万円〔年額〕
 授業料等減免 最⼤70万円〔年額〕

R6予算案:5,438億円
対象⼈数︓72.7万⼈
※世帯年収に応じて、2/3,1/3、
１/4等の⽀援

R6事業費:2,317億円
対象⼈数︓42万⼈

R6事業費:5,757億円
対象⼈数︓66万⼈

（返還不要）

〜600万円程度 （※１） 〜800万円程度 （※２）
（740万〜850万）

〜1,150万円程度 （※３）
（1,100万〜1,200万）

（※１）両親・⼦２⼈の場合。括弧内の幅の⽬安は、共働きかどうかや、⼦の年齢によって異なる。
（※２）（※３）両親・⼦２⼈の場合。括弧内の幅の⽬安は、国公私⽴⼤学かどうかや、⾃宅⽣・⾃宅外⽣か等によって異なる。
（※４）多⼦世帯については全額⽀援の１/４⽀援、私⽴理⼯農系については⽂系との授業料差額に着⽬し、授業料等減免で⽀援。

※ 消費税率10％への引上げにより財源を確保し、
令和２年４⽉より実施。

中間層(600万円程度)
へ対象を拡⼤（R6.4〜）
・多⼦世帯や私⽴理⼯農系
への⽀援（※４）

国内の大学等に通う学生等への経済的支援
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【⽀援対象となる学校種】⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校(４年、５年)・専⾨学校
【⽀援内容】①授業料等の減免 ②給付型奨学⾦の⽀給
【⽀援対象となる学⽣】住⺠税⾮課税世帯 及び それに準ずる世帯（※）の学⽣
【財源】少⼦化に対処するための施策として、消費税率引上げによる財源を活⽤
（※）令和６年度より多⼦世帯や理⼯農系の学⽣等の中間層に⽀援を拡⼤

給付型奨学⾦
○ ⽇本学⽣⽀援機構が各学⽣に⽀給
○ 学⽣が学業に専念するため、学⽣⽣活を送るのに必要な学⽣⽣活費

を賄えるよう措置
（給付型奨学⾦の給付額（年額）（住⺠税⾮課税世帯））

⾃宅⽣ 35万円、⾃宅外⽣ 80万円国公⽴ ⼤学・短期⼤学・専⾨学校

⾃宅⽣ 21万円、⾃宅外⽣ 41万円国公⽴ ⾼等専⾨学校

⾃宅⽣ 46万円、⾃宅外⽣ 91万円私⽴ ⼤学・短期⼤学・専⾨学校

⾃宅⽣ 32万円、⾃宅外⽣ 52万円私⽴ ⾼等専⾨学校

⽀援対象者の要件
○ 進学前は成績だけで否定的な判断をせず、レポート等で本⼈の
学修意欲を確認

○ ⼤学等への進学後の学修状況に厳しい要件
⼤学等の要件：国⼜は⾃治体による要件確認を受けた⼤学等が対象
○ 学問追究と実践的教育のバランスが取れた⼤学等
○ 経営に課題のある法⼈の設置する⼤学等は対象外

令和6年度予算額 5,438億円

（両親・本⼈・中学⽣の家族４⼈世帯の場合の⽬安。基準を満たす世帯年収は
家族構成により異なる）

⾼等教育の修学⽀援新制度について （令和2年4⽉1⽇より実施）
※⼤学等における修学の⽀援に関する法律（令和元年５⽉10⽇成⽴）

※詳細は、⽂部科学省ホームページ「⾼等教育の修学⽀援新制度」参照（https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm）

授業料等減免 2,864億円※

給付型奨学⾦ 2,573億円
※公⽴⼤学等及び私⽴専⾨学校に係る
地⽅負担分（470億円）は含まない。

国・地⽅の所要額 5,908億円

授業料等減免
○ 各⼤学等が、以下の上限額まで授業料等の減免を実施。減免に

要する費⽤を公費から⽀出
（授業料等減免の上限額（年額）（住⺠税⾮課税世帯））

私⽴国公⽴

授業料⼊学⾦授業料⼊学⾦

70万円26万円54万円28万円⼤学

62万円25万円39万円17万円短期⼤学

70万円13万円23万円８万円⾼等専⾨学校

59万円16万円17万円７万円専⾨学校

授業料
等減免 2／3

1／3

２／3

1／3

約270万円
〔住⺠税⾮課税〕

約300万円 約380万円年収⽬安

給付型
奨学⾦

多⼦・
理⼯農系

約600万円

⽂系との
授業料差額に
着⽬した⽀援1/4

1/4

多⼦世帯 私⽴学校の
理⼯農系

※給付額及び上限額は単位未満を四捨五入した数値
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○ ⽀援を受けた学⽣が⼤学等でしっかりと学んだ上で、社会で⾃⽴し活躍できるように、学問追求と実践的
教育のバランスの取れた質の⾼い教育を実施する⼤学等を対象機関とするための教育要件を設定。

１．実務経験のある教員等による授業科⽬が⼀定数※以上配置されていること。
※ ４年制⼤学の場合、13単位（標準単位数124単位の１割相当）

２．法⼈（⼤学等の設置者）の「役員」に外部⼈材が２⼈以上含まれること。

３．授業計画書（シラバス）の作成、GPAなどの成績評価の客観的指標の設定、卒業の認定に関する⽅針の策定
などにより、厳格かつ適正な成績管理を実施・公表していること。

４．関係法令に基づき作成すべき財務諸表等（貸借対照表、収⽀計算書など）や、定員充⾜状況や進学・就職
の状況など教育活動に係る情報を公表していること。

○ 教育の質が確保されておらず、⼤幅な定員割れとなり、経営に問題がある⼤学等について実質的に救済が
なされることがないようにするための経営要件を設定。
➤次のⅠ⼜はⅡのいずれかに該当する場合は、対象機関としない。（令和6年度から変更）

Ⅰ.次の①、②のいずれにも該当すること
① 直前３年度全ての収⽀計算書の「経常収⽀差額」がマイナス（法⼈の決算）
② 直前年度の貸借対照表の「運⽤資産－外部負債」がマイナス（法⼈の決算）

Ⅱ. （⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校の場合）
直近３年度全ての在籍学⽣数が収容定員の８割未満
但し、直近の収容定員充⾜率が５割未満に該当しない場合であって、直近の進学・就職率が９割を超える場合は、確認取消しを猶予する。

（専⾨学校の場合）
直近３年度全ての在籍学⽣数が収容定員の５割未満
但し、地域の経済社会にとって、重要な専⾨⼈材の育成に貢献していると都道府県知事等が認める場合は確認取消しを猶予する。

高等教育の修学支援新制度 機関要件の概要
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高等教育の修学支援新制度に関する近年の検討経緯

5
令和７年度 多子世帯の無償化

→ 多子世帯について、所得制限を設けず、国が定めた一定の額まで、大学等の授業料・入学料を無償化

令和６年度 授業料等減免の中間層への拡大
→ 子育て支援等の観点から、多子世帯の中間層に支援対象を拡大、あわせて理工農系の中間層にも拡大

機関要件の見直し
→ 大学の経営困難から学生を保護する観点から、新制度の対象を定員充足率を8割以上の大学とする
など、機関要件の厳格化を実施

令和３年度 所得判定におけるみなし寡婦控除の適用
→ 令和２年度税制改正により新設された「ひとり親控除」について、新制度対象者の所得判定において、
令和３年度の当初に前倒し適用

令和４年度 早生まれ学生等の生計維持者の収入額の算定方法の見直し
→ 新制度を利用する早生まれの学生等の所得判定について、同じ学年の子供は同じように取り扱い、

不利にならぬよう生計維持者の収入額の算定方法を見直し

虐待等により保護者の元から避難した大学等への支援
→ 家計を急変させる予期できない事由（急変事由）に、父母等による暴力等からの避難を新たに追加
（随時採用の申請を受け付けることが出来るよう運用を変更）

令和５年度 廃止要件「警告の区分に該当する学業成績に連続して該当すること」の緩和
→２回目の警告が、「GPA等が学部等における下位４分の１の範囲に属すること」のみである学生等につい
て、廃止ではなく、停止として取り扱い、翌期に廃止・警告要件に該当しない場合は復活（支援再開）

令和２年度 「高等教育の修学支援新制度」施行



Ⅲ－１．「加速化プラン」において実施する具体的な施策

１．ライフステージを通じた子育てに係る経済的支援の強化や若い世代の所得向上に向けた取組

（４）高等教育費の負担軽減

～奨学金制度の充実と「授業料後払い制度（いわゆる日本版HECS）」の創設～

○教育費の負担が理想のこども数を持てない大きな理由の一つとなっているとの声があることから、特にその負担軽減が喫緊の課題とされ

る高等教育については、教育の機会均等を図る観点からも、着実に取組を進めていく必要がある。

○授業料等減免及び給付型奨学金について、低所得世帯の高校生の大学進学率の向上を図るとともに、2024年度から多子世帯
13
や理工農

系の学生等の中間層（世帯年収約600万円）に拡大する。さらに、高等教育費により理想のこども数を持てない状況を払拭するため、2025

年度から、多子世帯の学生等については授業料等を無償
14
とする措置等を講ずることとし、対象学生に係る学業の要件について必要な見直

しを図ることを含め、早急に具体化する。

13
扶養される子供が３人以上の世帯（扶養する子供が３人以上いる間、第１子から支援の対象）。

14
現行制度と同様、支援の上限は、大学の場合、授業料は国公立約54万円、私立約70万円、入学金は国公立約28万円、私立約26万円（大学以外も校種・設置者ごとに設定）とする。

Ⅳ．こども・子育て政策が目指す将来像とPDCAの推進

～ こどもと向き合う喜びを最大限に感じるための４原則 ～

１．こどもを生み、育てることを経済的理由であきらめない

○第一に、こどもを生み、育てることを経済的理由であきらめない社会の実現である。このため、「加速化プラン」の「ライフステージを通じた子

育てに係る経済的支援の強化や若い世代の所得向上に向けた取組」に基づき実施する施策を着実に進め、その実施状況や効果等を検証しつ

つ、高等教育費の負担や奨学金の返済などが少子化の大きな要因の一つとなっているとの指摘があることに鑑み、奨学金制度の更なる充実

や授業料負担の軽減など、高等教育費の負担軽減を中心に、ライフステージを通じた経済的支援の更なる強化や若い世代の所得向上に向け

た取組について、適切な見直しを行う。

こども未来戦略(抄）（高等教育費の負担軽減策に関する抜粋）

令和５年12月22日閣議決定
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約270万円 約300万円 約380万円 約600万円 所得制限無し

授
業
料
等
減
免

全額⽀援

2/3⽀援

1/3⽀援 1/4⽀援等
多⼦世帯・理⼯農系

【R6拡充】
年収⽬安

全額⽀援
多⼦世帯
【R7 拡充 】

【 現 ⾏ 制 度 】

「加速化プラン」による施策の充実 【多⼦世帯の⼤学等授業料・⼊学⾦の無償化】

⾼等教育費により理想のこども数を持てない状況を払拭するため、2025 年度から、多⼦世帯の学⽣等については授業料等を無償
とする措置等を講ずることとし、対象学⽣に係る学業の要件について必要な⾒直しを図ることを含め、早急に具体化する。

●多⼦世帯の⼤学等授業料・⼊学⾦の無償化（所得制限なし）
多⼦世帯の学⽣等については、⼤学・短⼤・⾼専（4・5年
⽣）・専⾨学校の授業料・⼊学⾦を所得制限を設けず無償化

２０２５（令和７）年度から実施

⾼等教育費⽀援の⼤幅拡充
多⼦世帯であっても、経済
状況にかかわらず、こども
を⼤学等に進学させられる
ようになり、理想のこども
の数を持てる
ようになる

課題

 ⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎる
ことから、理想の⼦供の数を断念。
特に、⼤学など⾼等教育の費⽤の負
担が重い

 これは理想の⼦供の数が３⼈以上の
夫婦で顕著

加速化プランでの対応 ⽬指す姿

＊多⼦世帯：扶養される⼦供が３⼈以上の世帯（扶養
する⼦供が３⼈以上いる間は第１⼦から無償の対象）

＊現⾏制度同様、授業料⽀援上限は、⼤学の場合、国公⽴約54
万円、私⽴70万円（⼤学以外も校種・設置者ごとに設定）

授業料⽀援の上限

現行制度と同様、
国公立大学：約54万円
私立大学：70万円
（入学金は国公立約28万
円、私立26 万円）
(大学以外も校種・設置者
ごとに設定)

授
業
料
減
免
以
外
भ

現
⾦
भ
⽀
援

【給付型奨学⾦】
貸与型奨学⾦
（無利⼦）

貸与型奨学⾦
（有利⼦）

約800万円 約1100万円
▼ ▼

1/4（多⼦）

全額⽀援

2/3⽀援

1/3⽀援
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⼦供が１⼈の場合の⼤学等の教育費
（「⼦供２⼈で１⼈は⾼卒後に就職」等を含む）

「⼦供３⼈を扶養している間の⼤学等無償化」のイメージ
○⼦供が何⼈いても、全ての世帯の⼤学等の授業料等の負担を最⼤２⼈分までにする

※⼦供が多い家庭への⽀援という趣旨
○あわせて、「同時に多くの⼦供を扶養して、家計負担が重くなっている時期」の教育費負担を軽減。

考え⽅

②多⼦世帯の
教育費負担を軽減

③教育費負担が
集中する間は
併せて⽀援①困窮世帯は

給付型奨学⾦及び
授業料等減免で⽀援

⼤
学
等
の
教
育
費
︵
将
来
分
を
含
む
図
︶

２
⼈
分

第２⼦（⾼校⽣以下等）

○「⾼等教育費が障壁となって３⼈以上の⼦を持てない」という状況を改善
※予定の⼦供数が理想より少ない世帯において、最も多い理想⼦供数は「理想３⼈以上」。
※「理想３⼈以上」の場合、理想の⼦供数を持たない理由として最も顕著なのは⼦育て・教育費。

○多⼦世帯において、⻑⼦等の教育費負担が第２⼦以降に影響しないようにする。

⽬指す効果
（例）

第１⼦

第２⼦第１⼦ 第３⼦

第２⼦（⼤学⽣等）

⼦供が２⼈の場合の⼤学等の教育費
（「⼦供３⼈で１⼈は⾼卒後に就職」等を含む）

⼦供が３⼈以上の場合の⼤学等の教育費

第１⼦

8



新制度の成果や学生等の学習状況について
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「⾼校⽣等奨学給付⾦※受給者」の進学動向について

40（推計値）

51（推計値）
54（推計値）

57（推計値）

69（実績値）

30

40

50

60

70

80

H30 R2 R3 R4 R5

○住⺠税⾮課税世帯の進学率 （参考）全世帯の進学率 令和５年度84.0%

（注）進学率の算出⽅法の違い
・H30は、（住⺠税⾮課税世帯のJASSO奨学⾦利⽤者（実績）＋JASSO奨学⾦を利⽤せずに進学している者（推計））／

（⾼校⽣等奨学給付⾦を受給者している⾼３⽣＋児童養護施設への措置を解除された者、⾥親への委託を解除された者（18歳））（推計）
・R2〜R4は、住⺠税⾮課税世帯のJASSO奨学⾦利⽤者／

（⾼校⽣等奨学給付⾦を受給者している⾼３⽣＋児童養護施設への措置を解除された者、⾥親への委託を解除された者（18歳））（推計）
・R5は、R4⾼校⽣等奨学給付⾦受給者のうち⼤学等に進学した者／R4⾼校⽣等奨学給付⾦受給者（実績）

令和４年度に「⾼校⽣等奨学給付⾦」を受給していた⾼校３年⽣の卒業後の進路について、全国の国公私⽴⾼等学校等の割合を踏まえ、
10分の１程度の⾼校を無作為に抽出して調査を実施（500校について実施。（令和５年９⽉））

その他就職者等
高等学校
（専攻科）

高等専門学校
（４，５年生）

専修学校
専門課程

（専門学校）

大学・短期大学
の通信教育部
及び放送大学

短期大学大学（学部）

8.422.60.30.621.70.44.2
41.6

国公立：24.5
私立：17.2

69.0％

○R4⾼校⽣等奨学給付⾦受給者の進学・就職動向の内訳（％）

(%)

10

※⾼校⽣等奨学給付⾦は⽣活保護受給世帯及び住⺠税⾮課税世帯に対して授業料以外の教育費を⽀援するもの。



51,611 
53%

40,949 
42%

3,144 
3%

343 
1%

47 
0%

1,173 
1%

かなり熱心に取組んだ

ある程度、熱心に取組んだ

どちらともいえない

あまり熱心に取組まなかっ

た

まったく熱心に取組まな

かった

無回答

奨学金はどのように役にたったか（複数回答） あなたにとって、進学したことの意味（複数回答）

勉学への取組状況 卒業後の進路

（出典）日本学生支援機構 令和5年度中に支給終了予定者に対するアンケート調査（令和５年10月時点） 回答者数９７，２６７名（回答率97%） 大学、短大、高専、専門、通信

（単位：％）

修学支援新制度 給付型奨学金支給終了（予定）者へのアンケート調査

82.5%

34.7%

28.8%

22.0%

48.7%

17.9%

0.9%

0.9%

学業を継続できた

修学費（書籍、教材の購入など）に充てる金額

を多くできた

勉強のための時間を増やすことができた

アルバイトの時間を増やさずに済んだ

家計の負担を軽減できた

生活に余裕を持てた

特に役に立たなかった

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

75.7%

52.8%

27.8%

37.1%

47.1%

24.2%

0.5%

0.3%

1.1%

専門的な知識や技術を身につけることができた

やりたい仕事に就くための資格や技術を身につけるこ

とができた

高校卒業時に就職するよりも、待遇の良い仕事につくこ

とができた（できる）

生涯にわたって付き合っていくような良い友人・仲間に

めぐりあえた

幅広いものの見方や教養を身につけることができた

やりたいことが見つかった

その他

意味があったと思うことはない

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

（単位：人、％）

56,638 
58%

929 
1%

8,236 
9%

23,598 
24%

2,128 
2%

1,456 
2%

807 
1%

2,351 
2%

1,124 
1%

就職する（就職先がすでに内定

している）
起業する、家業を継ぐなど就職

以外の働き方で仕事に就く
進学する（大学院への進学、大学

への編入学など）
就職する（現在就職活動中、もしく

は、これから就職活動を行う）

引き続き現在の学校に在学する

資格の取得や就職・進学の準備

をする
その他

まだ決めていない

無回答

11



修学支援新制度 給付型奨学金支給終了（予定）者へのアンケート調査
「卒業後の進路」（令和５年10月時点）

63.7%就職する（就職先がすでに内定している）
1.1%起業する、家業を継ぐなど就職以外の働き⽅で仕事に就く
10.4%進学する（⼤学院への進学、⼤学への編⼊学など）
17.0%就職する（現在就職活動中、もしくは、これから就職活動を⾏う）
2.0%引き続き現在の学校に在学する
1.7%資格の取得や就職・進学の準備をする
0.9%その他
1.9%まだ決めていない
1.2%無回答
100.0%計

37.5%就職する（就職先がすでに内定している）
0.5%起業する、家業を継ぐなど就職以外の働き⽅で仕事に就く
10.4%進学する（⼤学院への進学、⼤学への編⼊学など）
42.9%就職する（現在就職活動中、もしくは、これから就職活動を⾏う）
2.2%引き続き現在の学校に在学する
1.3%資格の取得や就職・進学の準備をする
0.8%その他
3.7%まだ決めていない
0.7%無回答
100.0%計

【大学】

【短期大学】

75.2%
令和５年10月時点で、就職、進学
等が決まっている者の割合

48.4%
令和５年10月時点で、就職、進学
等が決まっている者の割合

就職を希望する者のうちすでに
就職が決まっている者の割合
①／（①＋②）＝約46.6%

大学、短期大学、高等専門学校及び専修
学校卒業予定者の就職内定状況等調査
（令和５年度卒業）
就職（内定）率（令和５年10月１日現在）
大学 74.8%

就職を希望する者のうちすでに
就職が決まっている者の割合

①／（①＋②）＝約78.9%

大学、短期大学、高等専門学校及び専修
学校卒業予定者の就職内定状況等調査
（令和５年度卒業）
就職（内定）率（令和５年10月１日現在）
短期大学（女子） 39.9%

・・・・①

・・・・②

・・・・①

・・・・②

12（出典）日本学生支援機構 令和5年度中に支給終了予定者に対するアンケート調査（令和５年10月時点） 回答者数９７，２６７名（回答率97%） 大学、短大、高専、専門、通信



修学支援新制度 給付型奨学金支給終了（予定）者へのアンケート調査
「卒業後の進路」（令和５年10月時点）

51.7%就職する（就職先がすでに内定している）
0.4%起業する、家業を継ぐなど就職以外の働き⽅で仕事に就く
37.6%進学する（⼤学院への進学、⼤学への編⼊学など）
3.2%就職する（現在就職活動中、もしくは、これから就職活動を⾏う）
3.6%引き続き現在の学校に在学する
0.7%資格の取得や就職・進学の準備をする
0.6%その他
1.2%まだ決めていない
1.0%無回答
100.0%計

令和５年10月時点で、就職、進学
等が決まっている者の割合

大学、短期大学、高等専門学校及び専修
学校卒業予定者の就職内定状況等調査
（令和５年度卒業）
就職（内定）率（令和５年10月１日現在）
高専男子 91.8%

就職を希望する者のうちすでに
就職が決まっている者の割合

①／（①＋②）＝約94.2%

・・・・①

・・・・②

89.7%

51.1%就職する（就職先がすでに内定している）
0.7%起業する、家業を継ぐなど就職以外の働き⽅で仕事に就く
2.2%進学する（⼤学院への進学、⼤学への編⼊学など）
37.3%就職する（現在就職活動中、もしくは、これから就職活動を⾏う）
2.4%引き続き現在の学校に在学する
1.1%資格の取得や就職・進学の準備をする
0.7%その他
3.2%まだ決めていない
1.2%無回答
100.0%計

令和５年10月時点で、就職、進学
等が決まっている者の割合

大学、短期大学、高等専門学校及び専修
学校卒業予定者の就職内定状況等調査
（令和５年度卒業）
就職（内定）率（令和５年10月１日現在）
専門学校 52.9%

就職を希望する者のうちすでに
就職が決まっている者の割合

①／（①＋②）＝約57.8%

・・・・①

・・・・②

54.0%

【高等専門学校】

【専門学校】

（出典）日本学生支援機構 令和5年度中に支給終了予定者に対するアンケート調査（令和５年10月時点） 回答者数９７，２６７名（回答率97%） 大学、短大、高専、専門、通信
13



大学生・短期大学生の一週間の授業等への出席時間

0%
6% 8% 17% 29% 26% 14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0時間 1‐5時間 6‐10時間 11‐15時間 16‐20時間 21‐30時間 31時間以上

出典：令和４年度全国学生調査（令和４年11月28日（月）～令和５年１月20日（金））
問５ 今年度後期の授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか。
項目39 授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む）

週に10時間未満の出席の学⽣は、約15％ ※⼤学２年⽣後期の状況について【⼤学】

1%
11% 20% 17% 16% 15% 19%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0時間 1‐5時間 6‐10時間 11‐15時間 16‐20時間 21‐30時間 31時間以上

出典：令和４年度全国学生調査（令和４年11月28日（月）～令和５年１月20日（金））
問５ 今年度後期の授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間は、それぞれどのくらいですか。
項目39 授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む）

【短期⼤学】 週に10時間未満の出席の学⽣は、約30％※短期⼤学⽣最終学年後期の状況について

14



38%

23%

24%

22%

34%

26%

13%

9%

11%

24%

26%

33%

36%

39%

50%

54%

44%

49%

50%

58%

39%

27%

31%

54%

54%

53%

46%

52%

9%

18%

24%

22%

12%

13%

33%

40%

38%

19%

17%

12%

15%

7%

3%

5%

9%

6%

4%

3%

15%

24%

20%

3%

3%

2%

4%
1%

社 会 的 責 任 や 倫 理 観

知 識 や ス キ ル を 活 用 し て 一 つ の も のを つ く り 出 す力

異 な る 文 化 に 関 す る 知 識 ・ 理 解

文 理 を 超 え た 幅 広 い 知 識 、 も の の 見 方

多 様 な 人 々 の 理 解 を 得 な が ら 協 働 す る 力

問 題 を 見 つ け て 解 決 方 法 を 考 え る力

数 理 ・ 統 計 ・ デ ー タ サイ エ ンス に 関 す る知 識 ・ 技 能

外 国 語 を 聞 く 力 ・ 話 す 力

外 国 語 を 読 む 力 ・ 書 く 力

人 に 分 か り や す く 話 す 力

論 理 的 に 文 章 を 書 く 力

文 献 ・ 資 料 を 収 集 ・ 分 析 する 力

将 来 の 仕 事 に つ な が る よ う な 知 識 ・ 技 能

専 門 分 野 に 関 す る 知 識 ・ 理 解

身に付いた ある程度身に付いた あまり身に付いていない 身に付いていない

大学教育を通じて、身についた知識・能力について
（「大学教育を通じて、次のような知識や能力が身に付いたと思いますか。」という質問の各項目について

大学４年生以上の者、短期大学最終学年の結果を集計）

出典：令和４年度全国学生調査（令和４年11月28日（月）～令和５年１月20日（金））
問３ 大学教育を通じて、次の様な知識や能力が身に付いたと思いますか。
項目21～34 15

33%

26%

22%

21%

35%

23%

9%

9%

9%

26%

21%

28%

53%

50%

55%

56%

46%

51%

53%

59%

31%

27%

28%

56%

53%

54%

41%

46%

9%

15%

22%

20%

9%

15%

36%

37%

37%

16%

22%

16%

5%

3%

3%

4%

11%

7%

3%

4%

24%

27%

26%

2%

4%

2%

1%

1%

【⼤学】 【短期⼤学】



適格認定（学業）の状況について
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支援対象者の要件（個人要件）＜学業成績等の要件＞

学業成績の基準

次の１〜４のいずれかに該当するとき
1.修業年限で卒業⼜は修了できないことが確定したこと
2.修得した単位数の合計数が標準単位数の５割以下であること
3. 履修科⽬の授業への出席率が５割以下であることその他の学修意欲が著しく低い状況にあると認められること
4.警告の区分に該当する学業成績に連続して該当すること（｢停⽌｣の場合を除く）

※上記のうち、学業成績等が著しく不良である場合は、学年の始期に遡って取り消す。

廃⽌
(⽀援打切り)

２回連続で「警告」となった場合のうち、２回⽬の「警告」が「GPA等が学部等における下位４分の１の範囲に属すること。」のみであること
※次回の学業成績の判定の際、「廃⽌」、「警告」に該当しなければ⽀援再開（令和５年10⽉より実施）停⽌

次の１〜３のいずれかに該当するとき（上の「廃⽌」の区分に該当するものを除く。）
1.修得した単位数の合計数が標準単位数の６割以下であること
2.GPA等が学部等における下位４分の１の範囲に属すること
3. 履修科⽬の授業への出席率が８割以下であることその他の学修意欲が低い状況にあると認められること

警告

特例①︓傷病・災害等の不慮の事由
災害、傷病、その他のやむを得ない事由がある場合は、
「廃⽌」⼜は「警告」区分に該当しない。

次に該当する場合は、 (GPA等が下位1/4であっても)「警告」区分に該当しない。
特例②︓教育課程の特性

学⽣等の所属する学部等の教育課程と密接に関連した、確認⼤学等における学修の成果を
評価するにふさわしく、かつ職業に密接に関連する資格等を⼗分に取得できる⽔準にあると⾒込
まれる場合

特例③︓児童養護施設の⼊所者等
社会的養護を必要とする者で、確認⼤学等における学修に対する意欲や態度が優れていると
認められる場合

【学業成績・学修意欲に係る要件】
○ （採⽤時）⾼等学校在学時の成績だけで否定的な判断をせず、⾼校等（⼤学進学後の申し込みの場合は⼤学）が、レポートの提出や⾯談等により

本⼈の学修意欲や進学⽬的等を確認する
○ （採⽤後）⼤学等への進学後は、その学修状況について厳しい要件を課し、これに満たない場合には⽀援を打ち切る

※1

※1

※1

※1

※2

※2

※このほか、国籍や⾼卒後の年数等の要件あり
（国籍については⽇本国籍、法定特別永住者、永住者、⽇本⼈の配偶者
等、永住者の配偶者等⼜は永住の意思が認められる定住者であること） 17



適格認定（学業）の状況について

R2年度末R3年度末R4年度末区分
161,674（83.0%）199,313（81.2％）211,062（81.6%）継続
27,045（13.9%）27,150（11.1%）29,567（11.4%）警告

436〔0.2%〕497〔0.2%〕566〔0.2%〕修得単位数6割以下
26,105〔13.4%〕25,858〔10.5%〕27,830〔10.8%〕GPA下位1/4

2,989〔1.5%〕3,532〔1.4%〕4,428〔1.7%〕出席率8割以下等
4,933（2.5%）17,581（7.2%）17,584（6.8%）廃⽌
1,966〔1.0%〕3,488〔1.4%〕3,972〔1.5%〕修業年限超過
1,620〔0.8%〕2,366〔1.0%〕2,576〔1.0%〕修得単位数5割以下
935〔0.5%〕1,512〔0.6%〕1,819〔0.7%〕出席率5割以下等

1,101〔0.6%〕11,470〔4.7%〕10,643〔4.1%〕連続警告
358（0.2%）341（0.1%）431（0.2%）廃⽌（要返還）

（修得単位数が１割以下等学業成績が著
しく不良の場合）

194,010（100.0%）244,385（100.0%）258,644（100.0%）計
※給付終了予定者は⺟数から除いている。
※警告・廃⽌の内訳は複数該当あり。

（単位：⼈）
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適格認定（学業）の状況について（R4年度末）

専⾨学校⾼等専⾨学校短期⼤学⼤学区分
36,981（82.6%）1,288（80.6%）6,440（81.0%）166,353（81.4%）継続
4,522（10.1%）154（9.6%）656（8.3%）24,235（11.9%）警告

52〔0.1%〕0〔0.0%〕3〔0.0%〕511〔0.2%〕修得単位数6割以下

4,123〔9.2%〕150〔9.4%〕592〔7.5%〕22,965〔11.2%〕GPA下位1/4

957〔2.1%〕6〔0.4%〕202〔2.6%〕3,263〔1.6%〕出席率8割以下等

3,149（7.0%）156（9.8%）776（9.8%）13,503（6.6%）廃⽌
892〔2.0%〕54〔3.4%〕124〔1.6%〕2,902〔1.4%〕修業年限超過

576〔1.3%〕1〔0.1%〕61〔0.8%〕1,938〔0.9%〕修得単位数5割以下

654〔1.5%〕10〔0.6%〕75〔1.0%〕1,080〔0.5%〕出席率5割以下等

1,550〔3.5%〕98〔6.1%〕579〔7.3%〕8,416〔4.1%〕連続警告

95（0.2%）0（0.0%）19（0.2%）317（0.2%）廃⽌（要返還）
（修得単位数が１割以下等学
業成績が著しく不良の場合）

44,747（100.0%）1,598（100.0%）7,891（100.0%）204,408（100.0%）計

※給付終了予定者は⺟数から除いている。
※警告・廃⽌の内訳は複数該当あり。

（単位：人）
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適格認定（学業）の状況について(⼤学・R4年度末）

⼤学私⽴⼤学公⽴⼤学国⽴⼤学区分
166,353（81.4%）131,134（80.9%）11,020（83.0%）24,199（83.2%）継続
24,235（11.9%）19,738（12.2%）1,494（11.2%）3,003（10.3%）警告

511〔0.2%〕443〔0.3%〕26〔0.2%〕42〔0.1%〕修得単位数6割以下

22,965〔11.2%〕18,534〔11.4%〕1,463〔11.0%〕2,968〔10.2%〕GPA下位1/4

3,263〔1.6%〕3,045〔1.9%〕75〔0.6%〕143〔0.5%〕出席率8割以下等

13,503（6.6%）10,883（6.7%）753（5.7%）1,867（6.4%）廃⽌
2,902〔1.4%〕2,210〔1.4%〕165〔1.2%〕527〔1.8%〕修業年限超過

1,938〔0.9%〕1,720〔1.1%〕63〔0.5%〕155〔0.5%〕修得単位数5割以下

1,080〔0.5%〕960〔0.6%〕24〔0.2%〕96〔0.3%〕出席率5割以下等

8,416〔4.1%〕6,705〔4.1%〕535〔4.0%〕1,176〔4.0%〕連続警告

317（0.2%）274（0.2%）16（0.1%）27（0.1%）廃⽌（要返還）
（得単位数が１割以下等学業成
績が著しく不良の場合）

204,408
（100.0%）

162,029
（100.0%）13,283（100.0%）29,096（100.0%）計

※給付終了予定者は⺟数から除いている。
※警告・廃⽌の内訳は複数該当あり。

（単位：人）
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大学等進学後の学修状況等に関する要件（学業成績）

高等教育の修学支援新制度（R2～）旧給付型奨学金（H29～）貸与型奨学金（無利子・有利子）

・修得した単位数の合計数が標準単位数
の５割以下であること【廃止】

・修得した単位数の合計数が標準単位数
の６割以下であること【警告】

・当年度の修得単位（科目）数が標準的な
修得単位（科目）数の1/2以下【廃止】

・当年度の修得単位（科目）数が著しく少な
い【廃止】

・当年度の修得単位（科目）が少ない（目
安：標準修得単位の８割以下）【警告】

・当年度の修得単位数が皆無又は極めて
少ない【廃止】
・当年度の修得単位数が標準修得単位の
２分の１以下【警告】

・当年度の修得単位数が著しく少ない（標
準修得単位1/2超えだが、次回適格認定
時に卒業延期の可能性が考えられる者）
【警告】

修
得
し
た
単
位
数

・履修科目の授業への出席率が５割以下
であることその他の学修意欲が著しく低
い状況にあると認められること【廃止】

・履修科目の授業への出席率が８割以下
であることその他の学修意欲が低い状
況にあると認められること【警告】

・学修意欲に欠ける（出席率が5割以下等）
【停止】

・学修の意欲が低い（目安：出席率が８割以
下等）【警告】

・学修意欲に欠ける（出席率を含む）【警告】
授
業
へ
の
出
席
率

・GPA等が学部等における下位４分の１の
範囲に属すること【警告】

・２回連続で「警告」となった場合のうち、２
回目の「警告」が「GPA等が学部等にお
ける下位４分の１の範囲に属すること。」
のみであること【停止】

・当年度の学修の評価内容が他の学生に
比べて劣っている（目安： GPAにおいて
下位２分の１等）【警告】

・当年度の学修の評価内容が著しく劣って
いる（目安：下位２分の１）【警告】

G
P
A

等
の

成
績
評
価

・修業年限で卒業又は修了できないこと
が確定したこと【廃止】

・警告の区分に該当する学業成績に連続し
て該当すること（｢停止｣の場合を除く）
【廃止】

・卒業延期確定【廃止】

・仮進級【警告】

・卒業延期確定又はその可能性が極めて
高い【廃止】

・仮進級【警告】

そ
の
他
の
評
価

・ 廃止（資格喪失）
・ 停止（支給を中断、次回、廃止又は警告に該当しなけれ
ば復活）

・ 警告（支給は継続するが、次回警告の場合は停止又は
廃止）

・ 廃止（資格喪失）
・ 停止（１年以内で学校長が定める期間、支給を中断）
・ 警告（支給は継続するが、成績が回復しない場合は、
停止又は廃止）

・ 廃止（資格喪失）
・ 停止（１年以内で学校長が定める期間、支給を中断）
・ 警告（支給は継続するが、成績が回復しない場合は、
停止又は廃止）

認
定
区
分
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新制度利用学生等へのアンケート
調査結果について
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給付型奨学金に関するアンケート調査結果

【調査目的】令和２年度から「高等教育の修学支援新制度」がスタートして４年が経過しており、新制度を利用した学生等に
アンケート調査を実施

【調査期間】令和６年３月21日（木）から４月４日（木）まで
【調査対象】令和５年度で奨学金の支給が終了する学生等に日本学生支援機構からメールでアンケート調査を依頼

大学：38,822人、短大：3,641人、高等専門学校：913人、専門学校：15,297人、通信：142人
合計：58,815人

【調査回答】16,107人（回答率27.4％）

【回答者の学校種】
在籍している学校種を教えてください。

【新制度を利用したきっかけ】
「新制度」をどのように知り、利用されまし
たか。きっかけを教えてください。（複数
回答可）

「新制度」について、いつ頃に知りたかっ
たですか。

8,183 

6,619 

3,199 

1,757 

545 

446 

166 

151 

124 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

高校生の時に学校の先生から話を

聞いて知った

親など身近な人から話を聞いて知っ

た

大学等に入学してから学校からの案

内冊子等で知った

文部科学省・日本学生支援機構の

ホームページを見て知った

マスメディア（新聞・テレビ等）を通じ

て知った

友人など、同世代・同級生から話を

聞いて知った

その他

SNS（Twitter、LINE等）を通じて知った

ケースワーカなど、行政関係者から

聞いて知った

3,020 
19%

11,903 
74%

1,122 
7%

62 
0%

中学校段階で知りたかった 高校段階で知りたかった

大学に入学してから知れば良い その他

11,237 
70%

984 
6%

376 
2%

3,510 
22%

大学 短期大学 高等専門学校 専門学校 23



給付型奨学金に関するアンケート調査結果

【学業要件について】
新制度の支援を受ける学生の方には、しっかりと勉強していただ
くため、「学業要件」が課せられていることを知っていましたか。

（知っていると回答した人）この「学業要件」を課していることにつ
いて、どのように思いますか。※複数回答

10,192 
63%

5,107 
32%

808 
5%

学業要件の内容を含めて知っていた

学業要件があることは知っていたが、内容までは正確に知らなかった

学業要件の存在すら知らなかった

12,277 

5,606 

4,595 

396 

149 

0 4,000 8,000 12,000

公的な支援を受けており、学業要件

は必要だ（又は、仕方がない）

勉強に取り組む動機付けになるの

で、ある程度必要だ

学業要件があったから、一生懸命頑

張って勉強ができた

学業要件があるのは厳しい

その他
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給付型奨学金に関するアンケート調査結果

学業要件に「修得した単位数」の基準があります
が、この水準が適切だと思いますか。(基準→
取得した単位数の合計数が標準単位数の６割以
下の場合は「警告」、５割以下の場合は「廃止」)

学業要件に「出席率」の基準がありますが、この
水準が適切だと思いますか。(基準→履修科目
の授業料への出席率が８割以下の場合は「警告
」、５割以下の場合は「廃止」)

学業要件に「GPA等（学生等の履修科目に係る
成績の平均を数値で表す客観的な指標又は
これに準ずるもの）」の基準がありますが、この
水準が適切だと思いますか。(基準→GPA等が
学部等における下位４分の１の範囲に属する
場合は「警告」)

891 
6%

1,810 
11%

12,404 
77%

876 
5%

126 
1%

もっと高い（厳しい）基準でも良い やや高い（厳しい）基準でも良い

適切な水準だと思う やや緩やかな基準が良い

もっと緩やかな基準が良い

872 
5%

1,445 
9%

12,646 
79%

967 
6%

177 
1%

もっと高い（厳しい）基準でも良い やや高い（厳しい）基準でも良い

適切な水準だと思う やや緩やかな基準が良い

もっと緩やかな基準が良い

799 
5%

1,776 
11%

12,059 
75%

1,217 
7%

256 
2%

もっと高い（厳しい）基準でも良い やや高い（厳しい）基準でも良い

適切な水準だと思う やや緩やかな基準が良い

もっと緩やかな基準が良い
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